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王
　
先
　
謙

の

保
　
守
　
思
　
想

1
変
法
運
動
時
期
の
学
術
と
思
想
を
中
心
と
し
て
一

竹
　
　
内
　
　
弘
　
　
行

は
　
じ
　
め
　
に

　
王
先
謙
（
一
八
四
ニ
ー
一
九
一
七
）
は
、
阿
片
戦
争
が
終
り
南
京
条
約
が
結
ば
れ
た
年
に
生
ま
れ
、
五
四
運
動
が
は
じ
ま
る
二
年
前
に

世
を
去
っ
た
。
そ
の
間
、
旧
中
国
は
西
洋
文
明
と
の
接
触
の
中
で
逡
巡
し
な
が
ら
も
急
激
な
変
貌
を
と
げ
た
。
王
野
面
自
身
は
西
洋
文
明

へ
の
一
定
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
、
し
か
し
結
局
は
伝
統
儒
学
者
と
し
て
終
っ
た
。
支
偉
成
『
清
代
八
学
大
師
列
伝
』
（
一
九
二
五
）
で

は
彼
を
末
尾
に
置
い
て
は
い
る
が
、
他
の
学
術
史
研
究
書
、
例
え
ば
護
符
超
『
清
夏
学
術
概
論
』
（
一
九
二
〇
）
・
銭
穆
『
中
国
近
三
百

年
学
術
史
』
（
一
九
三
七
）
・
侯
外
題
『
近
代
中
国
思
想
学
説
史
』
（
一
九
四
七
）
な
ど
で
は
も
う
そ
の
名
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

し
て
今
日
そ
の
学
術
面
よ
り
保
守
主
義
者
と
し
て
思
想
史
に
顔
を
出
し
て
い
る
の
だ
。
小
論
で
は
そ
の
保
守
思
想
の
内
実
に
つ
い
て
変
法

運
動
時
期
を
中
心
に
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。
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今
日
我
々
が
近
代
思
想
史
上
に
王
冠
謙
の
名
を
見
出
す
の
は
戊
戌
変
法
（
一
八
九
八
）
に
お
け
る
保
守
思
想
家
と
し
て
で
あ
る
。
周
知

の
よ
う
に
、
変
法
運
動
は
、
日
清
戦
争
後
の
中
国
滅
亡
の
危
機
感
を
抱
い
た
康
有
為
・
梁
啓
超
ら
が
時
の
光
緒
帝
を
戴
い
て
実
行
し
た
体

制
改
革
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
名
「
百
日
維
新
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
保
守
派
の
ま
き
か
え
し
に
あ
っ
て
あ
っ
け
な
く
失
敗
し
た
。

そ
の
湖
南
に
お
け
る
保
守
派
の
ひ
と
り
が
王
先
謙
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
王
先
謙
が
保
守
派
の
思
想
家
だ
と
い
う
評
価
を
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
る
と
次
の
よ
う
な
相
反
す
る
二
つ
の
諸
方
が
あ
る
。

①
保
守
頑
固
派
の
魁
首
。

②
　
保
守
派
の
な
か
で
の
改
革
論
者
。



ω
は
、
自
由
鈎
響
『
戊
戌
変
法
人
物
伝
稿
』
（
中
華
書
局
・
一
九
　
ハ
丁
一
エ
ハ
一
1
△
貝
以
下
『
伝
稿
』
と
略
称
す
る
）
に
み
え
る
も
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
王
先
謙
の
中
国
近
代

思
想
史
上
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
た
唯
一
の
書
で
あ
る
。
②
は
、
坂
野
正
高
著
『
近
代
中
国
政
治
外
交
史
研
究
』
第
十
二
章
「

利
獲
得
螺
と
戊
戌
変
法
」
（
藻
禁
璽
絵
頁
）
に
み
え
る
も
の
で
、
炉
心
想
史
の
薯
で
は
な
い
が
、
妥
当
な
面
も
有
す
る
の
で

と
り
あ
げ
た
。

　
右
の
二
者
の
評
価
の
相
違
は
何
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
両
説
の
評
価
方
法
の
相
違
と
そ
の
欠
陥
と
を
指
摘
し
て
問
題
の
所
在

を
明
確
に
し
よ
う
。

　
ω
の
頑
固
派
魁
首
説
で
は
、
王
先
謙
は
光
緒
二
十
年
（
一
八
九
五
）
よ
り
湖
南
の
岳
麓
書
院
の
主
講
（
院
長
）
に
就
任
し
た
と
し
て
以

下
戊
戌
変
法
と
の
か
か
わ
り
を
次
の
よ
穫
切
べ
る
．

　
「
時
湖
南
開
南
学
会
、
設
時
務
学
堂
、
先
謙
譲
、
霧
羅
～
餐
馨
量
扇
湧
蒸
、
而
由
其
門

下
士
受
腰
為
其
馬
前
之
卒
、
葉
虫
輝
又
以
学
堂
教
習
評
語
活
画
、
．
先
謙
以
為
『
惇
逆
連
篇
勲
績
、
乃
知
其
志
在
謀
逆
』
、
岳
麓
書
院
盛
土

賓
点
頭
又
上
書
先
皇
、
謂
『
康
梁
所
用
以
惑
世
者
、
民
権
耳
、
平
等
耳
、
試
問
権
藤
下
移
、
国
誰
与
治
、
民
可
自
主
、
君
亦
何
為
、
是
率

天
下
而
乱
也
』
。
（
以
下
略
）
」
（
灘
罐
賑
輩
以
下
同
じ
）

　
こ
う
し
て
、
最
初
は
院
長
の
尊
厳
で
黙
認
し
て
い
た
も
の
の
無
毒
・
葉
徳
輝
・
賓
鳳
陽
ら
の
弟
子
に
つ
き
あ
げ
ら
れ
、
お
り
か
ら
変
法

を
推
進
申
の
湖
南
巡
撫
五
宝
箴
に
、
彼
ら
を
し
て
新
政
と
り
わ
け
康
有
為
・
梁
愈
々
ら
の
民
主
平
等
の
学
説
に
対
す
る
批
判
書
（
「
湘
紳

公
呈
」
）
を
送
り
つ
け
さ
せ
た
。
時
に
光
緒
二
十
四
年
戊
戌
五
月
。
湖
南
巡
撫
陳
宝
箴
．
学
政
徐
仁
鋳
ら
が
そ
の
首
唱
者
の
詮
議
を
は
じ

め
る
と
、
王
先
謙
は
お
の
れ
ひ
と
り
の
罪
だ
と
言
っ
て
辞
職
を
願
い
出
て
、
ま
す
ま
す
新
政
に
敵
対
行
動
を
と
っ
た
。
白
蝋
箴
が
妥
協
し

．
煉
爺
韓
畷
舞
諾
鶴
駄
唖
無
難
暴
難
鴛
灘
熱
麟
論
議
鵡
．
ボ

先
謙
亦
誉
翼
教
叢
編
』
為
屋
書
』
．
L
（
『
伝
稿
』
二
六
二
頁
）

　
『
伝
稿
』
は
次
に
葉
徳
輝
と
自
縛
に
言
及
し
、
最
後
に
「
論
日
」
の
項
を
設
け
て
、
湖
南
頑
固
派
の
魁
首
と
し
て
、
資
格
か
ら
言
え
ば

王
先
謙
が
最
右
翼
で
あ
ヶ
、
新
政
を
殿
誕
し
罵
倒
し
た
点
で
は
葉
徳
輝
・
薄
荷
が
最
も
は
な
は
だ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
②
の
保
守
派
改
革
論
者
説
で
は
、
日
清
戦
争
後
の
湖
南
革
新
の
気
運
に
ふ
れ
て
、
そ
れ
が
陳
宝
箴
・
江
標
・
黄
遵
憲
ら
進
歩
派
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官
僚
の
就
任
に
よ
る
と
と
も
に
、
④
王
先
立
ら
郷
紳
に
よ
る
時
務
学
堂
設
立
の
申
請
（
一
九
八
六
年
十
二
月
）
、
㊥
そ
こ
へ
の
押
歯
超
招

膀
（
翌
八
七
年
十
月
就
任
）
、
及
び
◎
百
寮
謙
自
身
が
岳
麓
書
院
で
の
時
務
中
心
の
学
科
改
編
ど
㊥
書
院
生
へ
の
梁
啓
超
の
手
に
な
る
雑

誌
『
時
務
報
』
閲
読
の
す
す
め
、
な
ど
が
あ
っ
た
事
に
よ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
王
先
謙
は
右
の
挙
例
で
み
る
か
ぎ
与
改
革
論
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

で
あ
ろ
う
が
、
戊
戌
の
年
五
月
前
後
の
思
想
と
行
動
を
無
視
し
て
い
る
の
で
一
面
的
評
価
で
あ
る
と
断
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
｝
方
、
ω
の
頑
固
派
魁
首
説
で
は
、
右
の
改
革
論
者
説
が
挙
げ
た
④
㊥
㊦
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
㊥
ど
新
た
に
㊦
王
先
謙
が

こ
の
時
聖
科
挙
論
（
上
）
L
（
憲
罐
蔽
秘
馬
身
貯
蓄
古
塁
再
以
下
）
を
書
い
て
科
挙
を
廃
し
て
策
論
に
す
る
よ
う
主
張
し
た

事
実
を
あ
げ
て
、
こ
れ
ら
は
「
働
で
風
気
を
開
≦
と
を
先
と
し
た
」
（
『
伝
稿
』
二
六
六
頁
）
も
の
で
、
王
先
謙
の
本
質
は
頑
固
反
動
封
建
聖

利
益
の
代
表
者
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
が
封
建
地
主
の
代
表
で
あ
っ
た
か
否
か
は
暫
く
お
く
と
し
て
、
偽
っ
て
い
た
事
は
、

『
伝
稿
』
の
右
記
引
用
文
の
波
線
部
分
㊥
②
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
し
、
ま
た
㊥
戊
戌
政
変
後
に
書
い
た
「
科
挙
論
（
下
）
」
で
そ

の
立
説
の
康
梁
と
の
相
異
を
強
調
し
た
事
も
そ
の
証
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
断
に
は
次
に
の
べ
る
よ
う
な
無
理
が
あ

る
。輪
灘
羅
盗
難
鰯
醸
鍵
盤
難
盤
難
四
年
の
条
（
鱗
　
海
量

　
「
学
会
謡
初
立
也
、
中
丞
（
陳
宝
箴
）
龍
駕
僧
往
、
聴
講
者
亦
多
、
　
（
中
略
）
其
後
職
階
事
究
不
能
再
往
、
宣
講
読
報
、
黒
熱
愈
新
、
余

始
骸
詫
」

と
あ
っ
て
、
こ
の
後
葉
徳
輝
・
落
魚
芳
容
に
「
惇
逆
」
の
事
実
を
知
ら
さ
れ
た
と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
王
塗
篭
が
は
じ
め
は
変

法
に
協
力
的
で
あ
っ
た
事
と
そ
の
展
開
の
途
中
か
ら
謀
逆
だ
と
わ
か
り
保
守
の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
た
ら
し
い
事
が
読
み
と
れ
る
だ
け
で
あ

る
。
と
す
れ
ば
院
長
の
尊
厳
で
黙
認
し
た
と
い
う
の
は
『
伝
稿
』
作
者
の
臆
測
で
し
か
な
い
。
ま
た
②
〉
の
蘇
輿
「
翼
叢
叢
編
序
」
で
は

　
「
吾
湘
如
王
葵
園
（
先
謙
）
祭
酒
師
不
当
彬
（
徳
輝
）
吏
部
数
先
生
、
洞
都
詰
好
、
摘
発
備
至
、
当
路
不
省
、
亟
予
弥
縫
、
於
慧
智
人

士
、
受
惑
尤
深
」
（
『
翼
教
三
編
』
序
目
台
朕
国
風
出
版
社
・
二
頁
）
・

と
あ
っ
て
王
先
謙
ひ
と
り
が
事
前
に
そ
の
好
を
洞
塗
し
て
い
た
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
葉
徳
輝
ら
が
王
先
謙
を
つ
き
あ
げ
た
と
い
う
『
年

譜
』
の
方
が
真
実
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
　
㊥
は
、
王
先
謙
が
こ
と
さ
ら
康
梁
と
の
相
異
を
強
調
し
た
の
は
、
彼
ら
と
一
時
的
に
も
せ
よ
歩

「3
0
「



調
を
合
わ
せ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
　
「
偽
っ
て
」
で
は
な
く
、
風
気
を
開
こ
う
と
し
た
改
革
論
者
の
時
期
が
王

先
謙
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
璽
）
π
だ
・
王
先
王
の
『
年
譜
』
で
は
そ
の
時
期
に
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
・
従
っ

て
本
人
に
は
不
本
意
な
出
来
事
と
み
て
『
伝
稿
』
の
よ
う
に
「
偽
っ
た
」
も
の
と
も
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
・
3
ω
の
王
先
世
像
が
「
偽

善
者
」
と
す
れ
ば
、
②
は
「
変
節
者
」
に
な
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
れ
ら
の
評
価
の
欠
陥
は
王
先
導
を
変
法
運
動
と
の
か
か
わ
り
だ
け
か
ら
し
か
観
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
と
り
わ
け
彼

が
最
も
意
を
そ
そ
い
だ
学
術
面
が
視
野
に
な
い
。
従
っ
て
そ
の
全
体
へ
の
目
く
ば
り
に
欠
け
、
最
も
肝
要
な
事
実
に
つ
い
て
の
よ
り
説
得

力
の
あ
る
説
明
が
不
足
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
は
そ
の
さ
さ
や
か
な
補
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
中
国
近
代
思
想
史
上
に
お
け
る
王
先
般
の
位
置
づ
け
の
た
め
に
は
、
彼
の
全
体
に
目
を
く
ば
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、

べ
た
。
本
章
で
は
、
彼
の
生
涯
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
課
題
に
答
え
た
い
。

　
さ
て
、
王
先
謙
の
一
生
は
『
年
譜
』
『
文
集
』
等
か
ら
次
の
六
時
期
に
分
け
ら
れ
る
と
思
う
。

私
は
前
章
で
の

θ
　
】
八
四
ニ
ー
六
五
。
苦
学
時
代
。

O
　
一
八
六
六
－
八
四
。
京
師
時
代
。

㊤
　
一
八
八
五
－
八
九
。
江
蘇
時
代
。

⑳
　
　
一
八
九
〇
1
一
九
〇
三
。
書
院
時
代
。

㊧
　
一
九
〇
四
－
＝
。
郷
紳
時
代
。

（
㊧
　
一
九
一
ニ
ー
一
七
。
隠
居
時
代
。

以
下
に
右
の
各
時
期
に
つ
い
て
の
概
略
を
の
べ
よ
う
。

　
θ
苦
学
時
代
－
阿
片
戦
争
終
結
の
年
に
生
れ
た
王
先
謙
は
、
四
才
か
ら
家
塾
に
入
り
科
挙
を
と
お
し
て
士
大
夫
に
至
る
道
を
歩
ん

だ
。
し
か
し
、
太
平
天
国
軍
の
戦
禍
と
兄
た
ち
に
つ
ぐ
父
の
死
に
あ
い
、
「
八
六
「
年
二
十
才
の
時
、
や
む
を
え
ず
湖
北
の
長
江
水
師
郷

導
営
の
書
記
に
や
と
わ
れ
た
。
以
後
、
一
八
六
四
年
七
月
ま
で
太
平
天
国
討
伐
軍
に
身
を
置
い
て
い
た
が
同
年
九
月
心
々
、
翌
年
会
試
に

「3
1
「



及
等
し
大
望
の
官
途
に
つ
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
王
先
謙
の
出
発
は
、
彼
に
次
の
よ
う
な
課
題
を
背
負
わ
せ
た
。
す
な
わ
ち
太
平
天
国
が
否
定
し
た
中
華
文
化
と
打
倒
せ

ん
と
し
た
清
王
朝
と
の
両
者
の
復
興
と
維
持
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
洪
油
画
の
魚
文
は
京
島
の
否
定
と
異
民
族
王
朝
の
打
倒
と
い
う

近
代
中
国
を
一
貫
す
る
課
題
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
、
曽
国
藩
の
雷
文
は
、
異
民
族
清
朝
に
ふ
れ
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
名
教

の
復
興
を
掲
げ
て
士
人
を
糾
合
し
体
制
の
再
建
に
当
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
王
先
付
の
出
発
は
後
者
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
で
あ
り
、

そ
の
出
発
か
ら
し
て
保
守
的
課
題
を
背
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
○
京
師
時
代
－
一
八
六
九
年
国
史
館
垂
直
に
昇
っ
て
よ
り
実
録
館
纂
修
、
翰
林
院
侍
読
、
国
子
監
祭
酒
を
歴
任
す
る
。
こ
の
間
『

東
華
再
録
』
（
一
八
七
九
）
『
続
古
文
辞
類
纂
』
（
一
八
八
二
）
を
編
輯
し
た
。
前
者
は
蒋
良
験
『
東
華
録
』
を
、
後
者
は
挑
鼎
『
古
文

辞
類
纂
』
を
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
、
い
わ
ば
歴
史
と
文
学
と
に
お
け
る
太
平
天
国
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
を
と
り
戻
そ
う
と
す

る
企
て
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
続
古
文
辞
類
纂
序
」
に
い
う
。

　
「
逮
尋
冠
理
乱
、
間
延
海
宇
、
文
物
蕩
尽
、
人
士
流
徒
、
展
転
至
今
、
弔
鐘
未
蘇
、
（
中
略
）
有
志
之
士
、
生
於
其
間
、
面
差
被
三
農
振

起
之
乎
、
観
於
学
術
盛
衰
升
降
之
源
、
山
豆
非
葱
世
道
享
鮭
鱒
。
」
（
『
文
集
』
巻
三
・
六
四
－
五
頁
）

　
ご
の
間
、
国
内
で
は
洋
務
運
動
が
お
し
進
め
ら
れ
同
治
中
興
（
一
八
七
三
）
を
む
か
え
る
が
、
対
外
関
係
で
は
露
国
の
イ
リ
占
拠
（
一

八
七
一
－
八
一
）
、
仏
国
と
の
越
南
を
め
ぐ
る
紛
争
（
一
八
七
三
1
八
四
）
、
日
本
の
台
湾
出
兵
（
一
八
七
四
）
朝
鮮
政
変
（
一
八
八
四
）

等
、
あ
い
次
ぐ
威
信
の
喪
失
に
み
ま
わ
れ
た
。
清
王
朝
の
維
持
を
課
題
と
し
た
鋒
先
謙
が
こ
の
時
期
に
と
っ
た
積
極
的
な
態
度
に
は
注
目

す
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
章
を
改
め
て
論
じ
よ
う
。

　
㊤
江
蘇
時
代
－
学
政
の
職
に
あ
っ
て
『
皇
清
三
百
続
編
』
『
南
著
書
院
叢
書
』
（
一
八
八
八
）
を
刊
行
し
た
。
前
者
は
除
算
『
皇

清
幽
解
』
の
後
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
『
続
編
』
よ
り
漏
れ
た
も
の
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
刊
行
に
つ
い
て
も
、
例

え
ば
「
設
局
刊
書
事
宜
爽
片
」
　
（
一
八
八
五
）
に
、

　
「
三
二
之
後
、
遺
文
秘
史
、
所
在
散
見
、
及
今
描
写
哀
集
、
刊
布
流
伝
、
彰
国
家
文
治
之
隆
、
慰
星
群
士
林
之
望
、
亦
学
臣
職
也
」

（
『Z
二
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
太
平
天
国
の
戦
火
に
よ
る
清
朝
経
学
諸
書
の
散
秩
を
防
い
で
国
家
の
文
治
を
た
た
え
、
国
内
の
学
士
の
要
望
に
答
え
よ
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う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
こ
れ
ら
が
す
べ
て
証
書
で
あ
っ
た
事
は
以
後
の
王
先
謙
を
考
え
る
上
で
注
意
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
王
先
謙
は
一
八
八
八
年
八
月
、
三
年
の
任
満
ち
て
帰
郷
す
る
と
、
翌
年
病
気
を
理
由
に
「
開
欠
」
　
（
解
任
）
を
乞
い
、
こ

こ
に
二
十
数
年
に
及
ぶ
仕
宙
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
が
う
た
れ
た
。

　
⑭
書
院
時
代
－
湖
南
長
沙
に
居
を
お
い
た
王
先
謙
は
思
賢
講
舎
、
城
南
書
院
、
岳
麓
書
院
の
出
講
を
歴
任
し
た
。
し
か
し
こ
の
間
、

日
清
戦
争
（
一
八
九
五
）
戊
戌
変
法
（
一
八
九
八
）
義
和
団
事
件
（
一
九
〇
〇
）
と
政
局
は
急
転
し
、
辛
丑
条
約
（
「
義
和
団
議
定
書
」

一
九
〇
一
）
h
に
よ
り
清
朝
が
自
か
ら
変
法
立
憲
を
実
施
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
新
し
い
学
制
が
施
か
れ
王
先
謙
も
師
範
館

長
の
任
に
迎
え
ら
れ
る
が
「
排
璽
命
急
談
、
充
護
序
」
（
『
年
譜
』
三
五
九
頁
）
状
況
に
講
席
雲
つ
た
。

　
こ
の
間
、
『
荷
子
集
解
』
（
一
八
九
一
）
『
漢
書
補
注
』
　
（
一
九
〇
〇
）
等
の
学
術
上
の
業
績
と
認
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
注
釈
書
を
刊

行
す
る
一
方
、
彼
の
『
年
譜
』
は
、
一
八
九
四
、
五
、
七
、
九
と
空
白
が
続
き
、
変
法
運
動
と
王
先
謙
と
学
術
と
の
三
者
の
関
連
に
思
い

及
ば
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。

　
⑳
郷
紳
時
代
－
郷
紳
と
は
い
え
、
立
憲
制
へ
移
行
せ
ん
と
す
る
清
朝
の
方
針
に
そ
い
「
学
務
公
所
議
長
」
や
「
諮
議
局
簿
弁
処
会

弁
」
に
お
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
『
年
譜
』
で
は
謝
絶
し
た
上
、
そ
の
「
夫
馬
銀
」
　
（
手
当
）
を
湖
南
地
方
の
教
育
振
興
の
た
め
に
寄
付
し
た
と
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
㊨
）

が
、
異
説
も
あ
る
b

　
と
こ
ろ
で
、
王
旧
刊
は
一
九
〇
八
年
「
礼
学
館
顧
問
官
」
に
お
さ
れ
た
り
「
高
然
た
る
儒
者
」
と
し
て
表
章
さ
れ
て
、
「
内
閣
学
士
の
街
」

を
加
え
ら
れ
た
。
新
学
の
流
入
に
対
抗
し
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
直
後
一
九
一
〇
年
三
月
目
湖
南
の
飢
民
が
撫
署
に

押
し
か
け
、
巡
撫
衆
論
莫
が
こ
れ
に
発
砲
し
て
騒
動
と
な
っ
た
。
お
り
b
も
湖
南
郷
紳
が
王
先
謙
の
名
を
か
た
っ
て
峯
巡
撫
の
更
迭
を
求

め
た
こ
と
か
ら
、
白
墨
謙
は
騒
動
の
首
謀
者
と
目
さ
れ
て
五
級
に
降
格
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
『
年
譜
』
に
詳
し
い
が
、

冤
罪
の
は
れ
ぬ
ま
ま
翌
年
辛
亥
革
命
を
む
か
え
る
。

　
㊨
　
隠
居
時
代
－
一
九
一
一
年
八
月
か
ら
一
四
年
四
月
長
沙
の
旧
宅
に
戻
る
ま
で
避
難
の
転
居
生
活
を
く
り
か
え
し
た
が
、
以
後
は

雇
だ
書
を
把
り
て
日
護
る
の
み
L
（
『
年
譜
』
五
八
八
頁
）
で
あ
・
た
．
革
命
後
は
名
を
遷
と
改
め
て
い
た
と
い
ム
鷺
望
薩
）

こ
の
間
に
も
『
後
漢
書
集
解
』
『
元
和
鼻
詰
』
（
一
九
一
五
）
『
外
国
通
話
』
（
一
九
一
六
）
等
を
刊
行
し
た
。

　
以
上
が
王
道
謙
の
生
涯
の
概
略
で
あ
る
。
彼
の
出
発
は
、
既
に
の
べ
た
よ
う
に
清
王
朝
と
儒
学
と
の
両
者
一
体
の
下
で
の
復
興
維
持
で
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あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
展
開
は
時
勢
の
急
転
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
た
。
θ
の
苦
学
時
代
と
㊨
の
隠
居
時
代
と
を
除
け
ば
そ
れ

は
次
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
㊤
㊤
の
京
師
と
江
蘇
と
に
仕
宙
し
て
い
た
前
期
と
⑳
㊧
の
湖
南
在
住
の
後
期
と
で
あ
る
。

前
者
は
、
対
外
的
威
信
の
失
墜
は
あ
っ
た
も
の
の
洋
務
運
動
の
展
開
と
太
平
天
国
平
定
に
つ
ぐ
捻
軍
（
一
八
六
八
）
回
民
起
義
（
一
八
七

三
）
の
鎮
圧
に
よ
っ
て
同
治
中
興
を
む
か
え
る
。
王
先
謙
の
『
東
華
続
録
』
等
の
編
纂
も
こ
れ
ら
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。
い
わ
ば
体

制
と
儒
学
の
蜜
月
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
後
期
に
入
る
や
い
な
や
日
清
戦
争
の
敗
北
（
一
八
九
五
）
に
よ
っ
て
洋
務
運
動
は
失
敗
を
流
せ
ら
れ
、
帝
国
主
義
諸
国
に

よ
る
瓜
分
と
亡
国
の
危
機
に
み
ま
わ
れ
た
。
こ
の
時
に
わ
か
に
変
法
運
動
が
起
き
て
全
国
を
風
靡
し
た
。
そ
れ
は
体
制
を
建
て
直
す
に
西

学
を
も
用
い
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
康
有
為
の
公
羊
学
説
が
そ
れ
で
あ
る
。
湖
南
保
守
派
が
「
学
術
を
楚
正
し
人
材
を
保
全
せ
ん
」

と
し
た
政
変
も
つ
か
の
間
、
清
朝
自
身
が
辛
丑
条
約
（
一
九
〇
一
）
に
よ
っ
て
西
学
西
政
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
新
入
西
学

と
伝
統
儒
学
の
対
立
の
中
で
王
先
導
が
「
儒
者
」
と
し
て
表
章
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
七
年
後
の
一
九
〇
八
年
半
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
年

に
、
王
先
謙
の
『
年
譜
（
現
行
、
上
巻
の
み
）
』
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
七
年
前
の
一
九
〇
一
年
（
す
な
わ
ち
清

朝
が
西
政
採
用
に
ふ
み
き
っ
た
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
彼
の
『
文
集
』
で
冒
頭
に
置
か
れ
た
「
科
挙
論
（
上
・
下
）
」
は
み
え
ず
、
変
法

運
動
の
最
中
光
緒
二
十
二
年
（
一
八
九
六
）
の
条
で
は
『
葵
園
高
士
蘇
生
』
と
い
う
科
挙
の
模
範
答
案
集
の
刊
行
経
過
と
序
文
を
の
せ
時

文
の
有
用
性
を
の
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
以
外
は
空
白
で
あ
り
、
明
ら
か
に
王
先
謙
は
変
法
運
動
時
期
の
自
己
を
語
ろ
う
と
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
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王
先
謙
自
定
の
『
年
譜
』
に
お
い
て
変
法
運
動
の
時
期
が
意
図
的
な
空
白
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
時
期
が
儒
学
と
清
王
朝
と
を
一

体
化
し
て
維
持
し
よ
う
と
し
た
王
学
謙
自
身
の
転
換
期
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
私
は
前
章
で
の
べ
た
。
と
こ
ろ
で
、
変
法
運
動
は
洋
務
運
動

の
失
敗
後
、
そ
れ
を
批
判
す
る
形
で
登
場
し
た
が
、
王
先
謙
の
変
法
運
動
時
期
の
思
想
を
見
定
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
洋
務
運
動
時
期
の

彼
の
思
想
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
洋
務
運
動
は
一
八
六
一
年
総
理
各
国
事
務
衙
門
（
外
務
省
）
の
設
置
と
翌
年
の
同
文
館
（
外
国
語
学
校
）
附
設
に
始



ま
り
、
軍
事
製
造
業
に
及
ん
で
い
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
常
に
中
華
文
化
の
荷
い
手
を
自
認
す
る
儒
学
者
た
ち
に
阻
ま
れ
た
。
同
文
館

に
算
学
館
が
増
設
さ
れ
た
時
、
大
学
士
倭
仁
ら
の
猛
烈
な
反
対
に
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
そ
の
例
で
あ
る
。
彼
ら
の
よ
う
に
所
謂
「
清
議
」

派
こ
そ
清
末
保
守
思
想
家
の
本
流
と
し
て
政
治
外
交
教
育
等
に
大
き
な
発
言
力
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
王
先
謙
は
倭
仁
の
よ
う
な
「
国
議
」
派
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
一
八
七
九
年
露
国
に
イ
リ
返
還
交
渉
に
赴
い
た
崇
厚
が
イ

リ
還
付
と
同
時
に
広
大
な
領
土
の
割
譲
と
貿
易
特
権
と
を
勝
手
に
承
認
し
て
帰
国
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
喧
）
国
内
世
論
は
馨
し

崇
厚
を
処
刑
し
て
露
国
と
戦
端
を
ひ
ら
け
と
上
奏
す
る
者
も
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
下
京
謙
は
英
法
両
国
の
駐
華
大
使
の
依
頼
で

崇
厚
の
減
罪
を
乞
至
奏
（
「
会
議
事
宜
簿
慮
宜
周
摺
｝
・
『
年
譜
』
五
九
頁
）
を
す
る
芳
対
露
関
係
に
つ
い
て
も
使
臣
奮
に
慎
重
さ
を
求
め
東
三
省
と
蒙
の

防
備
を
厳
重
に
し
「
海
防
船
政
」
の
洋
食
進
を
促
す
こ
と
を
上
奏
（
「
敬
陳
管
見
二
三
⊥
ハ
頁
」
．
『
年
譜
』
）
し
、
国
際
関
係
を
冷
静
に
把
握
し
て
対

処
す
る
よ
う
論
じ
た
。

　
翌
年
崇
厚
に
代
っ
た
曽
紀
沢
が
再
交
渉
に
赴
く
と
王
愚
直
は
「
東
三
省
防
務
宜
特
派
大
員
督
弁
兼
轄
地
方
以
】
事
権
摺
」
を
上
奏
し
て

東
三
省
を
一
手
に
掌
握
す
る
大
官
の
派
遣
に
よ
る
対
露
防
衛
を
説
い
た
。
そ
の
中
で
法
制
の
変
更
に
も
ふ
れ
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
制
部
将
更
、
自
重
則
善
、
法
無
虚
立
、
得
人
乃
行
、
　
（
中
略
）
擬
請
、
無
論
満
漢
、
但
得
実
心
任
事
威
望
較
前
之
員
、
界
歯
並
任
、

方
可
責
其
成
功
、
若
謂
雲
脚
旧
制
、
或
権
官
署
理
、
事
定
復
故
、
庶
目
前
収
破
除
成
格
之
益
、
日
後
無
改
変
旧
制
之
嫌
、
戎
政
章
修
、
彊

防
日
三
三
扉
罐
）

す
な
わ
ち
法
制
を
改
め
よ
と
明
言
は
し
な
い
が
「
成
格
を
破
除
す
る
益
」
を
認
め
て
そ
れ
を
実
質
的
に
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ

の
当
時
の
塩
豆
謙
の
富
強
論
は
商
業
と
軍
備
の
両
者
福
二
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
各
口
及
外
国
請
設
立
公
司
招
商
運
吊
出
洋

爽
片
」
に
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
臣
愚
以
為
外
洋
口
悪
以
来
、
中
国
兵
気
既
襲
、
聴
力
亦
困
、
稲
船
政
幸
修
、
兵
商
二
者
、
略
有
国
籍
、
尚
未
潜
行
用
実
益
、
必
兵
船

出
洋
、
然
海
中
国
之
軍
威
可
振
、
商
船
出
洋
、
然
連
中
国
之
利
権
可
軽
爆
軸
重
策
富
韓
未
可
視
二
者
為
塾
図
也
」
（
『
年
譜
』
九
八
頁
）

　
以
上
の
王
先
登
の
論
調
が
、
洋
務
運
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
立
場
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
も
っ
と
も
洋
務
運
動
は
順
調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
一
つ
に
は
清
議
派
の
強
硬
論
が
そ
れ
を
規
制
し
た
か
ら
で
は
あ
る
が
、
も
う
一
つ

に
は
洋
務
担
当
者
の
発
財
や
流
用
が
あ
と
を
た
だ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
西
太
后
の
頭
和
島
造
営
の
た
め
に
北
洋
海
軍
の
建
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設
費
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
．
王
先
攻
も
虚
血
枢
や
盛
宣
懐
の
不
正
を
告
発
す
る
上
奏
（
難
事
額
慷

犠
置
験
黙
擁
護
謳
髪
換
演
怨
膜
繋
驚
詮
緊
軽
薄
囎
轟
離

の
王
先
謙
が
「
清
議
派
」
保
守
思
想
家
で
は
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
な
洋
務
運
動
推
進
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　
し
か
る
に
、
日
清
戦
争
の
敗
北
は
ほ
ぼ
三
十
余
年
間
の
洋
務
運
動
が
無
に
等
し
い
こ
と
を
暴
露
し
、
救
国
を
願
う
士
人
の
変
法
運
動
が

全
国
を
風
靡
し
た
。
王
南
扇
も
こ
の
時
に
あ
た
っ
て
傍
観
者
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
さ
り
と
て
、
積
極
的
な
行
動
も
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
表
面
的
に
は
、
一
・
時
変
法
運
動
に
協
力
も
し
、
科
挙
を
変
え
よ
と
論
じ
書
院
生
に
時
務
に
留
意
せ
よ
と
す
す

め
て
い
た
が
本
人
の
舌
先
謙
は
実
は
己
ひ
と
り
の
事
に
打
ち
こ
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
当
時
、
実
学
を
す
す
め
た
「
復
畢
永
年

書
」
の
中
で
、

　
「
霊
堂
、
中
国
学
人
大
病
、
在
一
空
字
、
理
学
興
則
舎
程
朱
二
士
陸
王
、
以
程
喜
雨
実
也
、
漢
学
興
二
面
漢
而
尊
堂
、
以
漢
学
頭
人
也
、

新
学
冠
状
西
而
守
中
、
以
西
学
壁
塗
轟
至
書
窓
新
学
、
能
人
所
難
宣
無
病
裳
」
（
『
虚
受
堂
書
礼
』
巻
一
・
三
十
四
A
。
以
下
『
書
礼
』
と
略
聴
す
る
。
『
翼
教
叢
編
』
巻
六
。
三
九
Q
貝
）

と
い
う
け
れ
ど
も
、
王
先
謙
は
率
先
し
て
西
学
を
お
さ
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
変
法
運
動
の
指
導
者
と
し
て
要
請
さ
れ
た
の

を
こ
と
わ
っ
て
「
僕
、
斯
世
に
心
な
き
者
に
あ
ら
ざ
る
も
、
前
志
趣
の
到
る
所
、
強
い
て
同
じ
う
す
る
能
は
ず
」
　
（
同
右
）
と
己
ひ
と
り

の
事
を
守
り
つ
づ
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
一
時
は
時
務
学
堂
を
設
置
す
る
な
ど
変
法
運
動
に
接
近
し
な
が
ら
後
に
「
湘
紳
公
主
」

の
首
列
に
名
を
つ
ら
ね
て
そ
の
批
判
者
に
回
っ
た
事
に
つ
い
て
も
彼
は
次
の
よ
う
に
言
い
き
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
先
鞍
壷
讐
書
事
先
、
又
本
性
夙
耽
閑
静
、
不
語
寸
話
人
事
、
故
従
前
学
堂
寺
詣
、
外
人
以
為
先
謙
主
持
、
群
相
指
摘
、
震
蕩
実
無
所

聞
蜘
無
難
瞥
鐸
　
難
譲
跡
麗
講
揃
馨
鰯
無
縫
甦
糠
油

関
知
し
な
か
っ
た
し
「
湘
握
翫
呈
」
の
件
も
別
に
断
り
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
民
権
平
等
説
の
登
場
な
ど
思

い
が
け
ぬ
事
態
の
出
現
に
よ
る
自
己
弁
護
も
あ
ろ
う
が
、
表
面
的
な
改
革
論
者
か
ら
保
守
頑
固
派
へ
の
急
転
回
に
つ
い
て
の
一
番
確
か
な

理
由
を
み
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
己
が
首
書
の
事
で
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
改
革
論
も
唱
え
頑
固
派
と
も
唱
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和
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
す
れ
ば
、
王
先
革
に
と
っ
て
讐
書
の
事
即
ち
彼
の
学
問
が
何
で
あ
っ
た
か
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

四

　
王
先
謙
が
中
国
近
代
思
想
史
上
に
そ
の
名
を
現
わ
し
て
い
る
戊
戌
変
法
前
後
の
時
期
、
彼
自
身
は
馬
匹
の
事
に
ひ
た
っ
て
い
た
と
い
う
。

讐
書
と
は
校
勘
の
意
味
だ
が
こ
の
場
合
は
広
く
考
証
学
を
さ
す
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
確
か
に
刃
先
謙
は
書
院
の
主
導
に
任
ず
る
と
、
．
そ
れ

ま
で
の
『
東
華
尊
台
』
『
十
勝
経
解
続
編
』
及
び
詩
文
集
の
編
刊
よ
り
古
典
の
校
刊
が
多
く
な
っ
た
。
例
え
ば
一
八
九
一
年
『
世
説
新
語
』

『
監
鉄
平
』
を
校
狭
し
、
九
二
年
『
合
校
糸
経
注
』
を
刊
行
し
た
。
さ
ら
に
『
軽
子
集
解
』
（
一
八
九
一
）
『
漢
書
補
注
』
（
一
九
〇
〇
）

等
、
王
先
回
の
名
を
高
ら
し
．
め
る
考
証
の
成
果
が
こ
の
変
法
運
動
前
後
に
刻
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
王
先
謙
は
自
己
の
学
問
を
ど
う
と
ら
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
学
問
が
考
証
学
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
何

故
そ
れ
に
、
日
清
戦
争
後
の
太
平
無
事
で
は
な
い
世
の
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
没
頭
し
て
い
た
の
か
。
こ
れ
ら
が
解
明
さ
れ
て
は
じ
め

て
王
先
謙
の
変
法
運
動
時
期
の
評
価
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
彼
の
学
問
観
を
み
て
み
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
清
朝
の
学
術
は
宋
（
義
理
）
学
と
漢
（
考
証
）
学
と
の
対
立
と
し
て
展
開
し
た
。

．
し
か
し
王
先
謙
は
桐
城
派
の
文
学
者
挑
盈
の
次
の
言
葉
を
よ
し
と
す
る
。

　
　
`
理
考
拠
詞
章
三
者
不
言
欠
・
莚
為
富
里
後
文
有
所
附
・
考
拠
有
所
帰
し
（
『
文
集
』
巻
三
・
六
四
頁
「
続
古
文
辞
類
纂
序
」
）

つ
ま
り
義
理
（
宋
学
）
考
拠
（
考
証
学
）
詞
章
（
文
学
）
の
三
者
兼
学
が
必
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
電
　
文
学
に
つ
い
て
は
暫
ら
く
置
く

と
し
て
、
義
理
と
考
拠
と
の
関
係
は
、
右
の
挑
鼎
の
説
に
よ
れ
ば
義
理
こ
そ
根
幹
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
贈
呈
謙
は
必
ず
し
も

そ
う
で
は
な
い
。
彼
が
『
皇
清
経
解
続
編
』
を
編
纂
し
よ
う
と
し
た
時
、
義
理
の
書
も
加
え
よ
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て

王
先
回
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

　
　
「
経
学
五
分
義
理
考
拠
、
猶
文
之
有
餅
導
体
也
、
文
以
明
道
、
何
異
同
餅
散
、
然
自
両
軍
既
分
、
各
写
本
独
勝
之
処
、
若
選
文
素
縁
合

為
一
、
未
可
謂
知
文
派
也
、
為
蓋
考
拠
学
者
、
亦
各
有
其
独
至
之
処
、
若
裂
学
書
、
而
具
合
為
一
、
未
可
謂
知
学
派
也
」
（
．
鞍
塗

六
二
吾
覆
閻
季
回
書
」
）

す
な
わ
ち
宋
学
と
考
証
学
と
は
道
を
明
ら
か
に
す
る
点
で
は
同
一
で
あ
る
が
学
派
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も
区
別
す
べ
き
だ
と
し
て
義
理
の
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書
を
経
解
の
中
に
入
れ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
の
で
あ
る
。
彼
が
ほ
ぼ
考
証
学
を
根
幹
に
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
次
の
朱
子
『
大
学
章
句
』

の
批
判
か
ら
も
わ
か
る
。

「
鍮
事
書
三
富
条
理
而
為
之
節
目
而
弓
不
当
自
己
立
思
与
乎
其
葦
葺
立
川
青
票
一
真
殆
面
目
己
立
思
与
其
間
喜
喜
」
（
『
護
五
．

ま
た
王
先
謙
の
手
に
な
る
義
理
の
書
が
な
い
の
も
こ
の
故
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
王
春
謙
が
経
学
の
中
心
に
考
証
学
を
お
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
以
上
に
よ
っ
て
わ
か
る
が
、
し
か
し
太
平
天
国
の
戦

禍
を
へ
た
清
末
の
学
術
界
で
は
、
経
学
を
単
な
る
考
証
学
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
本
来
の
理
念
を
求
め
る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
る
。
例
え

ば
『
皇
清
経
解
』
が
一
八
六
一
年
補
刻
さ
れ
た
と
き
労
崇
光
は
そ
の
後
序
を
撰
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
「
文
達
（
院
宣
）
領
一
代
儒
林
、
此
前
備
一
代
経
説
、
其
為
体
例
宜
精
、
惜
公
於
道
光
六
年
移
節
、
而
磁
極
道
光
九
年
守
成
、
諸
多
出

其
門
人
厳
厚
民
（
木
｛
）
上
寿
工
手
、
率
為
編
録
、
剛
節
去
取
、
或
乖
旨
趣
、
広
雅
疏
証
、
説
文
解
字
及
遍
歴
学
算
学
重
書
、
錐
経
学
所
不
可

少
而
与
経
解
不
必
相
附
」
（
寵
縫
睡
趨
書
局
庚
申
補
刻
影
印
本
．
＋
三
頁
）

す
な
わ
ち
『
皇
清
経
解
』
編
纂
を
担
当
し
た
厳
木
蝋
が
『
説
文
解
字
』
や
三
惑
の
書
を
も
含
め
る
、
い
わ
ば
考
証
本
位
の
編
纂
を
し
て
い
た

こ
と
を
労
氏
は
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
孫
芝
露
と
い
う
学
者
は
、
尋
冠
（
太
平
天
国
）
の
乱
は
漢
学
が
原
因
だ
と
発
言
し
て
考
証
学
に
対
す

る
難
を
笑
わ
れ
た
と
い
う
（
『
文
集
』
巻
｝
五
・
六
三
〇
頁
）
と
も
あ
れ
考
証
よ
り
経
書
体
へ
の
閨
心
が
高
ま
・
て
い
た
の
罐
か
で
あ
ろ
う
．

王
宮
謙
は
『
皇
清
経
読
続
編
』
に
入
り
き
ら
ぬ
諸
書
を
『
南
蓄
書
院
叢
書
』
と
し
て
続
刊
し
た
が
、
そ
の
序
で
「
考
訂
に
御
（
益
）
あ
る

者
に
あ
ら
ざ
れ
ば
入
れ
ず
」
（
『
文
集
』
二
五
　
一
七
一
頁
）
．
と
明
一
言
す
る
よ
う
に
、
彼
自
身
は
考
証
学
を
伝
統
経
学
の
忠
に
置
き
ま
た
昌
の
嵩
の
根

幹
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
二
面
謙
が
右
の
よ
う
な
認
識
に
達
し
考
証
学
を
わ
が
事
と
し
て
打
ち
こ
む
に
至
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
一
八
八
八
年
『
皇
点
出
解
続
編
』

及
び
『
南
至
書
院
叢
書
』
を
刊
行
し
た
直
後
、
学
政
の
任
満
ち
休
暇
を
請
い
て
故
郷
長
沙
に
帰
っ
た
頃
で
あ
ろ
う
か
。
時
に
四
十
七
才
。

翌
春
、
湖
南
巡
撫
の
代
奏
で
「
開
欠
（
解
任
）
」
を
請
い
何
の
累
も
な
く
学
問
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
解
任

要
請
は
病
気
の
た
め
だ
っ
た
と
『
年
譜
』
に
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
王
先
謙
の
手
紙
で
は
、
学
政
の
任
を
退
き
や
が
て
書
院
の
主
思
に
就
任

し
た
い
き
さ
つ
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
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「
撲
在
韓
人
任
内
、
曇
霞
家
多
難
、
児
女
天
折
、
万
宝
灰
絶
、
決
里
帰
田
、
官
之
不
図
、
館
於
何
有
、
乃
郭
笏
老
（
嵩
蕪
）
強
之
於
前
、

張
中
丞
（
之
洞
）
迫
之
於
後
、
江
戸
壁
『
移
席
城
南
、
展
転
因
循
更
占
…
蔑
」
（
露
灘
攣
建
皇
熱
醸
畢
奮
L
）

家
の
多
難
と
児
女
の
天
折
に
あ
っ
て
万
念
灰
絶
し
、
田
舎
に
帰
っ
た
と
い
い
、
官
職
す
ら
な
げ
う
っ
た
の
に
書
院
に
職
を
得
る
な
ど
思
い

も
し
な
か
っ
た
と
い
ヶ
の
で
あ
る
。
当
時
、
王
先
隣
は
妻
と
妾
二
人
を
置
い
て
は
い
た
が
、
児
女
に
は
め
ぐ
ま
れ
ず
、
長
沙
に
帰
っ
た
時
、

十
一
人
目
の
子
童
貞
を
失
っ
て
以
来
、
病
妻
と
弱
体
の
妾
二
人
の
四
人
暮
し
で
あ
っ
た
。
　
（
も
っ
と
も
一
九
一
四
年
七
三
才
に
な
っ
て
妾

毛
氏
よ
り
男
児
祖
恩
が
生
ま
れ
た
と
『
年
譜
』
に
あ
る
）
。
こ
こ
で
「
万
念
灰
絶
す
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
彼
の
理
想
の
す
べ
て
が
断

絶
し
た
の
で
は
な
く
後
嗣
の
誕
生
を
断
念
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
彼
は
血
縁
の
後
嗣
を
残
す
代
り
に
清

朝
の
考
証
学
の
学
統
を
つ
ぎ
そ
の
成
果
を
世
に
残
さ
ん
と
決
意
し
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

　
学
政
を
去
る
以
前
、
王
先
謙
が
直
言
の
士
と
し
て
鳴
り
ひ
び
い
て
い
た
頃
、
売
名
行
為
だ
と
い
う
非
難
に
答
え
て
す
で
に
次
の
よ
う
に

、
　
つ
こ
。

し
　
　
　
十
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
先
謙
於
経
世
之
学
、
牢
所
諸
練
、
豊
艶
自
躇
放
言
高
論
野
離
、
平
生
願
為
読
書
人
、
不
良
貌
襲
名
士
、
願
為
正
人
、
不
躾
露
髄
道
学
、

鷹
讐
発
、
不
図
貌
讐
諌
、
（
露
）
独
立
孤
行
区
区
聞
誉
、
区
区
忌
、
如
是
而
己
」
（
露
熟
鞠
一
．
±
B
）

す
な
わ
ち
、
読
書
人
と
し
て
正
人
と
し
て
建
言
の
人
と
し
て
独
立
孤
越
し
名
声
を
求
め
な
い
、
こ
れ
が
彼
の
本
心
で
あ
っ
た
。
果
せ
る
か

な
、
彼
は
自
己
の
不
幸
を
踏
み
台
に
し
て
官
に
あ
っ
て
建
言
す
る
こ
と
を
す
て
、
在
野
の
読
書
人
に
徹
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
裏
に
は
、

有
清
一
代
の
学
術
成
果
の
集
大
成
『
皇
聖
経
解
』
を
あ
ん
だ
身
元
が
自
分
の
「
十
三
経
注
疏
校
勘
記
」
を
そ
の
中
に
入
れ
た
よ
う
に
、
王

先
謙
も
『
皇
清
逸
解
続
編
』
に
己
の
業
績
を
入
れ
た
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
る
に
彼
に
は
業
績
そ
の
も
の
が
な
か
っ
た
。
伝

統
あ
る
清
朝
考
証
学
の
真
の
復
興
の
た
め
に
は
、
自
か
ら
そ
れ
を
作
り
出
す
以
外
に
方
法
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
考
証
学
に
従
事
す
る
の

は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
存
命
中
の
大
考
証
学
者
命
越
は
、
登
第
後
七
年
（
一
八
五
七
）
に
し
て
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
失
意
と
生
活
苦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
禽
越
が
変
法
運
動
に
舞
う
た
有
能
な
弟
子
章

の
中
で
名
著
『
群
経
平
虫
』
『
諸
子
平
議
』
（
一
八
六
七
刊
）
を
も
の
し
て
い
た
。

穰
を
頬
る
澤
ば
な
か
っ
た
の
も
当
講
あ
ろ
う
（
齪
談
相
番
轟
轟
を
閉
じ
客
を
謝
し
て
、
い
わ
ば
世
事
と
無
関
係
に
書
物
に
沈

潜
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
三
三
謙
は
そ
れ
を
実
現
し
た
。
一
八
八
八
年
彼
は
江
蘇
学
政
の
任
を
お
え
て
長
沙
に
住
ん
だ
当
時
を
次
め
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「3
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「
僕
自
足
見
時
、
以
四
時
多
警
、
勉
就
半
身
、
自
賠
応
酬
、
不
能
離
人
独
立
、
投
暇
一
編
、
未
忘
寝
頷
、
忽
忽
六
旬
、
不
甘
朽
腐
、
尚

有
警
未
能
卒
業
、
亟
欲
廣
続
成
之
以
待
来
者
」
（
『
書
聖
』
巻
一
・
三
十
三
A
「
与
畢
永
年
書
」
『
翼
教
黒
鴨
』
巻
六
・
三
八
九
頁
）

　
こ
こ
で
業
を
お
え
る
べ
く
期
待
さ
れ
て
い
た
書
は
『
世
説
新
語
』
『
塩
鉄
製
』
『
水
経
注
』
『
墨
型
』
等
で
あ
ろ
う
が
、
と
り
わ
け
戊

戌
前
後
に
王
先
謙
が
全
力
を
投
入
し
て
い
た
の
は
『
漢
書
補
注
』
一
百
巻
（
一
九
〇
〇
完
成
）
で
あ
っ
た
。
彼
の
「
前
漢
（
書
）
補
注
序

例
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
か
ら
だ
。

　
「
先
皇
自
通
籍
以
来
、
即
究
心
班
書
、
博
求
其
義
、
蕾
最
編
摩
、
積
有
年
歳
、
都
為
一
集
、
命
日
漢
書
補
注
、
域
之
簾
笥
、
官
有
改
訂
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忽
忽
三
旬
、
柄
燭
三
明
、
恐
不
能
更
有
精
進
、
忘
土
類
随
、
挙
付
梓
人
、
目
糞
材
識
国
資
、
無
以
踊
越
古
賢
、
区
区
寸
心
、
頗
謂
尽
力
、
疏

認
之
賛
魯
未
免
、
匡
我
不
逮
、
敬
侯
君
子
」
（
『
漢
書
補
注
』
芸
文
印
書
館
・
｝
頁
『
年
譜
』
二
八
七
頁
）

　
す
な
わ
ち
「
忽
忽
タ
ル
六
旬
（
あ
っ
と
い
う
間
の
六
十
年
）
脂
燭
ノ
聰
明
、
恐
ラ
ク
ハ
更
二
精
進
ア
ル
能
ハ
ズ
」
と
ま
で
言
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
で
あ
る
。
し
か
も
『
年
譜
』
の
空
白
が
ま
さ
し
く
こ
の
『
漢
書
補
注
』
に
う
ち
こ
ん
で
い
た
時
期
に
相
当
す
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
■
珍

　
と
す
れ
ば
、
彼
が
書
院
を
園
長
に
ま
か
せ
た
ま
ま
、
自
分
は
自
宅
で
讐
書
の
事
に
究
し
て
い
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
合
間
に
、
旧
知
の
陳
呼
野
に
さ

そ
わ
れ
て
変
法
運
動
に
顔
を
出
し
た
り
、
弟
子
に
促
さ
れ
て
鼻
梁
批
判
に
名
を
つ
ら
ね
た
の
も
彼
の
本
腰
を
入
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
戊
戌
変
法
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
保
守
派
の
改
革
論
者
で
も
頑
固
派
の
魁
首
で
も
な
く
、
日
清
戦
争
敗
北
に
と
も

な
う
危
機
意
識
と
の
熱
い
摩
擦
の
中
で
自
己
の
一
生
の
学
問
成
果
を
賭
け
て
伝
統
考
証
学
に
い
そ
し
ん
で
い
た
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
こ
に
こ
そ
王
先
天
の
保
守
思
想
の
内
実
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
後
船
）
余
勢
を
も
っ
て
冒
本
源
流
考
』
二
士
一
巻
（
一
九
。
二
）
『
尚
書
自
伝
参
正
』
三
＋
山
霊
巻
（
一
九
。
四
）
等
々
を
刊
行
と

九
〇
八
年
に
は
「
内
閣
学
士
の
街
」
を
た
ま
わ
る
に
至
る
が
、
こ
れ
は
、
と
ど
め
な
い
西
学
の
流
入
に
対
し
て
儒
学
の
優
位
を
確
認
す
べ

く
王
先
謙
が
も
ち
あ
げ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
二
年
後
の
湖
南
飢
民
騒
動
に
も
直
轄
の
更
迭
を
要
求

す
る
上
奏
に
彼
の
名
が
首
列
に
も
ち
出
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
あ
げ
く
騒
動
の
首
謀
者
と
目
さ
れ
て
五
級
に
降
格
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
冤
罪
の
は
れ
ぬ
ま
ま
に
、
清
朝
が
翌
一
九
＝
年
、
辛
亥
の
革
命
で
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
名
を
「
遜
」
と
改
め
て
書

を
手
に
日
を
送
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
下
地
は
、
す
で
に
一
八
八
八
年
「
並
並
三
絶
」
し
一
介
の
考
証
学
者
と
し
て
再
出
発
し
た
時
点
か

ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一4
0
一



〔
註
〕

（
1
）
保
守
主
義
者
に
関
す
る
研
究
に
は
、
大
塚
博
久
「
『
翼
戯
絵
編
』
に
お
け
る
政
治
思
想
」
、
陳
埜
「
戊
戌
政
変
廟
祀
変
法
人
物
之
政

　
治
思
想
」
、
小
林
武
「
『
勧
学
篇
』
と
『
翼
教
叢
編
』
1
清
末
の
保
守
主
義
に
つ
い
て
一
」
な
ど
が
あ
る
が
、
軸
先
謙
を
特
に
」
と

　
り
あ
げ
た
も
の
は
管
見
に
し
て
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

（
2
）
王
温
血
の
仕
宙
中
の
上
奏
文
や
湖
南
に
帰
っ
て
か
ら
の
『
書
誌
』
を
み
る
と
殖
産
工
業
の
主
張
が
も
り
こ
ま
れ
て
い
、
ま
た
『
文
集
』

　
に
「
工
商
論
」
一
編
が
あ
り
、
占
領
謙
自
身
が
大
す
じ
で
は
改
革
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
。

（
3
）
こ
の
改
革
論
者
説
は
、
小
野
川
秀
美
茂
戌
変
法
と
湖
南
省
L
（
嘉
嫉
鶉
姻
醒
単
収
）
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
小
野
川
論

　
文
は
湖
南
変
法
運
動
の
顛
末
を
客
観
的
に
追
求
し
た
も
の
で
王
先
謙
ひ
と
り
に
的
を
絞
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
時
務
学
堂
の

羅
繋
灘
謙
譲
翫
朧
樋
識
群
論
撫
鑑
難
羅

　
と
あ
る
よ
う
に
、
自
分
は
あ
ま
a
意
に
と
め
ず
、
他
人
を
信
用
し
す
ぎ
て
失
敗
し
た
事
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
本
論
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、

　
　
こ
の
頃
の
王
先
謙
の
意
は
別
の
事
に
注
が
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
4
）
例
え
ば
、
『
年
譜
』
戊
戌
の
年
の
末
に
変
法
派
の
言
口
動
が
選
録
殺
機
而
謡
初
雨
意
L
（
悪
事
も
う
少
し
で
自
分
葬
に
お
と

　
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
い
う
。

（
5
）
例
え
ば
、
・
王
盟
『
三
塁
誉
記
』
光
緒
三
＋
二
年
＋
百
＋
六
日
の
条
で
は
賓
居
議
長
、
不
以
譲
余
L
（
鋸
撃
嘉
鱗
）

　
と
い
う
。

（
6
）
坂
野
正
高
、
前
掲
書
、
第
九
章
第
二
節
以
下
に
詳
し
い
説
明
が
あ
る
。

（
7
）
李
慈
銘
『
越
縷
堂
日
記
』
光
緒
十
四
年
五
月
十
八
日
の
条
に
「
其
言
甚
激
切
、
為
之
憂
念
」
と
あ
る
。

（
8
）
他
に
陳
毅
「
虚
受
堂
文
集
序
」
及
び
王
先
謙
の
「
与
二
季
馨
」
（
螺
甦
五
）
に
も
み
え
る
．

（
9
）
小
柳
司
気
太
「
畠
園
に
就
い
て
」
（
墨
壷
研
馨
西
二
）
に
詳
し
い
説
明
募
る
・

一4
1
一



（
m
藁
纏
の
手
紙
に
も
こ
二
好
学
深
思
之
士
、
或
早
言
或
治
実
窮
年
累
月
、
置
干
禄
之
需
不
顧
、
白
膚
不
謂
之
志
士
L
（
齪
難

　
　 ﾚ
脚
蕪
「
葉
吏
部
）
と
あ
る
．

（
1
1
）
　
『
年
譜
』
の
光
緒
二
十
六
年
（
一
九
〇
〇
）
二
月
に
漢
書
補
注
一
百
巻
の
刻
成
し
た
こ
と
を
の
べ
て
、
　
「
余
錐
病
劇
、
，
書
店
繹
手
、

　
　
中
宮
佛
齢
、
白
球
亦
無
可
惜
遣
（
中
略
）
、
心
耳
目
力
積
専
注
於
此
、
救
以
両
年
之
厚
身
劉
、
告
成
了
此
大
願
、
亦
＝
暑
也
」
　
（
二

　
　
八
六
頁
）
と
あ
れ
ば
、
こ
の
前
数
年
の
『
年
譜
』
の
空
白
は
、
単
な
る
政
治
的
配
慮
だ
け
で
な
く
、
王
先
謙
が
畢
生
の
力
を
ふ
り
し

　
　
ぼ
っ
て
事
に
あ
た
っ
た
そ
の
充
実
感
を
も
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
1
2
＞
既
出
「
復
畢
永
年
書
」
に
み
え
る
。
．

（
1
3
）
　
一
九
〇
一
年
篭
塀
条
約
以
後
、
清
朝
が
立
憲
制
の
採
用
と
新
学
堂
の
設
立
と
い
う
政
治
と
教
学
の
体
制
改
革
を
始
め
た
時
、
儒
者
た

　
ち
が
そ
れ
に
協
力
し
な
が
ら
、
従
っ
て
西
学
を
も
消
化
し
な
が
ら
、
儒
教
の
価
値
を
確
認
し
て
い
く
（
例
え
ば
王
先
公
『
日
本
源
流
考
』

　
　
（
一
九
〇
二
）
『
外
国
通
鑑
』
一
九
〇
五
－
一
六
）
過
程
は
従
来
の
思
想
史
で
は
ほ
と
ん
ど
か
え
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
辛
亥
革
命
は

　
国
外
の
立
憲
派
と
，
革
命
派
と
の
論
争
よ
り
む
し
ろ
国
内
の
西
学
と
儒
学
の
せ
め
ぎ
あ
い
で
育
っ
た
知
識
人
た
ち
に
荷
わ
れ
た
面
が
な
か

　
つ
た
か
。
と
も
あ
れ
一
九
〇
一
年
以
後
の
王
先
謙
の
保
守
思
想
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

一4
2
「

（
小
論
は
昭
和
五
十
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
助
成
金
に
よ
る
「
清
朝
末
期
に
お
け
る
保
守
思
想
家
の
研
究
」

あ
る
）

の
研
究
成
果
の
一
部
で


